
本マニュアル掲載の画像はリリース時と異なる場合がございます

操作マニュアル



主な機能 アウトプット例

GT表（単純集計表）作成

自由回答（FA）リスト作成 

外部データ追加

について
QuickCross はマクロミルのネットリサーチシステム専用オリジナル集計ソフトです。
お手元のパソコンにインストールして、
簡単な操作でクロス集計・グラフ出力などを行うことができます。
また、 Excelやテキスト形式の外部データの追加もできます。

自由回答の内容をリスト化して確認できます

Excelやテキストデータを追加して集計できます

GT表（単純集計表）作成

クロス集計表作成

グラフ作成

データ加工

自由回答（FA）リスト作成

ローデータ出力

外部データ追加

クロス集計表作成
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INDEX

クロス集計とは単純集計で明らかになった値を、性別や年齢、地域、ほかの質問などと掛け合わせてよりデータを深掘りしていくことです。
（男女では差はないのか、年代や地域差ではどうなのか等）
データ加工とは選択肢をまとめ上げたり、数値データをカテゴリ化して新アイテムを作成したり、指定した条件に合致したサンプルを削除するなど、
集計データに加工処理を行う機能です。

本マニュアル掲載の画像はリリース時と異なる場合がございます

※1

GT表（単純集計表）を作成するには
GT表（単純集計表）やグラフを作成するには

GT表のシート構成

GT表のグラフパターン

回答者を一定の条件に絞り込んでGT表を作成するには

絞り込みを行ったGT表を複数ファイル出力するには（分類アイテム）

P5

P6

P7

P8

P9

P4

GT表（単純集計表）を作成するには

QuickCrossでは質問形式に合わせて

単純集計表・グラフが作成できます。

クロス集計表の作成を行うには　　　　　　 

クロス集計表の出力形式を変更するには

クロス集計表の絞り込み・分類設定を行うには

グラフ付きクロス集計表の作成を行うには

3重クロス集計を行うには

P11

P12

P13

P14

P15

P10クロス集計表（※1）やグラフ付き集計表の作成を行うには

データ加工を行うには

選択肢をまとめるには【RECODE】

複数の設問の選択肢を組み合わせるには【INTEGRATE】

数値データをカテゴリ化するには【CLASS】

複数の同一選択肢を組み合わせるには【MCONVERT】

小計を追加するには【小計出力】

複数回答でチェックが入った数の平均を出すには【回答個数】

データ加工FAQ

P17

P19

P21

P23

P25

P27

P29

P31

P16データ加工（※2）を行うには

自由回答（FA）リストを作成するには

自由回答（FA）リストを一定の条件に絞り込んでシートに分けるには（分類アイテム）  

P33

P34

P32自由回答（FA）リストを作成するには

外部データ追加とは

外部データ追加のフロー

外部データ追加の操作方法

P37

P38

P39

P36外部データ追加を行うには

※2

GT表（単純集計表）やグラフを作成するには

GT表のシート構成

GT表のグラフパターン

回答者を一定の条件に絞り込んでGT表を作成するには

絞り込みを行ったGT表を複数ファイル出力するには（分類アイテム）

P5

P6

P7

P8

P9
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GT表（単純集計表）やグラフを作成するには GT表のシート構成

GT表は、設問ごとの回答数とその割合を集計し、全体的な傾向の分析ができます。
出力されたGT表には自動でグラフが付きます。

GT表は設問ごとの回答数を表した「N表」、割合で示した「％表」、
N表と％表の両方を併記した「N％表」の3タイプがあります。
あわせてグラフも出力されます。

INDEX にはリンクが貼ってあり、選択すると図表へ飛びます。

【出力アイテムの指定】

【GT表の出力】

「実行」が〇になっているアイテムが出力されます。
出力をしない場合は、アイテムを選択して

「〇⇔×」ボタンで出力有無を切り替えます。

すべて出力をしない設定にする場合は
「すべて×」を押します。

※「初期化」を押すと、初期設定に戻ります。

「実行」を押すと、GT表とグラフが出力されます。

2

3

KEYPOINT
出力順序を変えたい場合は、「出力順設
定」で行えます。右側にアイテムを移す
ことで、並べ替えたい順序の指定ができ
ます。

メニュー画面から「GT表作成」を選択します。

1 INDEX

N表

N%表

%表
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GT表のグラフパターン 回答者を一定の条件に絞り込んでGT表を作成するには

GT表のグラフ形式は質問タイプによって異なり、以下のパターンで出力されます。 回答者を一定の条件に絞り込み、特定の層のみの結果を確認することができます。

単一回答（SA）

マトリクス（SA）

複数回答（MA）

ランキング（RNK）

選択肢を1つだけ選択できる形式
選択された比率が表示される

（選択肢は足すと100％になる）

単一回答で複数項目を聞いている形式
項目ごとに回答された比率が表示される

（選択肢は足すと100％になる）

選択肢を複数選択できる形式
選択肢ごとに回答された比率が表示される

順位形式で回答する形式
選択肢ごとに回答された順位の比率が表示される

メニュー画面から「GT表作成」を選択し、
「絞込み設定」のタブを選択します。

1

【絞込み条件の設定】

【GT表の出力】

「 絞 込み条件」にチェックを入れ、条件アイテムと
演算子、値を設定します。値の「…」ボタンを押すと
条件アイテムの選択肢が確認できます。

最大5 条件まで、指定した条件で絞り込むことがで
きます。

「実行」を押すと、指定した条件に絞り込まれたGT表
が出力されます。
※ここでは「SEX=1（男性）」と設定したため、女性の値が「0」
になりました。

絞込み条件を指定した場合、「実行」ボタンの左側に「絞込み設定　あり」と表示されます。
またGT表のINDEXに絞り込んだ条件が表示されます。

2

3

演算子 複数の値の設定方法（※例）

＝ … 等しい =1-3 … 選択肢 1,2,3 いずれか
<> … 等しくない = 1/2 … 選択肢 1,2 いずれか
< … 左より右が大きい = 1-3/5 … 選択肢 1,2,3,5 いずれか
> … 左より右が小さい <>1-3 … 選択肢 1,2,3 全て除く

<= … 左は右以下 <>1/2 … 選択肢 1,2どちらも除く
>= … 左は右以上 <>1-3/5 … 選択肢 1,2,3,5を除く

KEYPOINT
ANDとORの併用はできないため、2つ以
上の条件を組み合わせる場合はいずれ
かを使用してください。
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絞り込みを行ったGT表を
複数ファイル出力するには（分類アイテム）

絞り込みを行ったGT表を複数パターン出力したい場合、
「分類アイテム」機能で選択肢ごとに絞り込んだ表を一度に出すことができます。

【分類アイテムの設定】

【GT表の出力】

「分類アイテム」に絞り込み対象となるアイテムを
設定します。
設定後「出力先フォルダ指定」の「…」ボタンを押し、
ファイルの出力先を指定します。

「実行」を押すと、指定したアイテムで絞り込まれた
GT表が複数出力されます。

分類アイテムを指定した場合、「実行」ボタンの左側に
「分類アイテム設定　あり」と表示されます。
またGT表のINDEXに分類アイテムと選択肢が表示
されます。 

例：「分類アイテム」をSEXとした場合、
　　男性のみ・女性のみの2ファイルが出力されます。

男性のみのデータ 女性のみのデータ

2

3

メニュー画面から「GT 表作成」を選択し、
「絞込み設定」のタブを選択します。

1 クロス集計表やグラフ付き集計表の
作成を行うには

単純集計で明らかになった値を、性別や年齢、地域、ほかの質問などと掛け合わせて、

よりデータを深掘りしていくことがクロス集計です。

（男女では差はないのか、年代や地域差ではどうなのか等）

QuickCrossでクロス集計表を出力すると、

特に差の出ているスコアに色が付き、結果を分かりやすく確認できます。

また、グラフ付き集計表の出力もできます。

クロス集計表の作成を行うには　　　　　　 

クロス集計表の出力形式を変更するには

クロス集計表の絞り込み・分類設定を行うには

グラフ付きクロス集計表の作成を行うには

3重クロス集計を行うには
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クロス集計表の作成を行うには クロス集計表の出力形式を変更するには

単純集計で明らかになった値を、性別や年齢、地域、ほかの質問などと
掛け合わせてクロス集計することができます。

クロス集計表は出力の形式を選ぶことができます。

【軸2 アイテムの設定】
【出力設定】

【集計対象アイテムの設定】
【クロス集計表の出力】

1シートに 1クロス表 1シートに複数クロス表

【クロス集計表の出力】

クロス集計したい軸のアイテムを選択し
「軸 2」に設定します。 クロス集計表では出力形式を「1シートに 1クロス表」「 1シートに複数クロス表 」から選択できます。

また、N%表、N表 、% 表から出力する種類を選べます。

【集計オプション】
メニュー画面から「クロス表・グラフ作成」を
選択し、「集計オプション」のタブを選択します。

「アイテム名」「質問文」で
アイテムの検索ができます。

アイテムを選択して「設問詳細」
ボタンを押すと、アイテムの選
択肢情報が確認できます。

クロス集計したい分析対象となるアイテムを
選択し「集計対象」に設定します。 「クロス集計」を押すと、出力指示をしたクロス集計表が出力されます。

「クロス集計」 を押すと、クロス集計表が出力されます。
※同様に、「グラフ」を押すと、グラフ付き集計表が出力されます。

アイテム出力後のイメージは青枠部分で
確認できます。

2
2

3 3

4

メニュー画面から「クロス表・グラフ作成」を
選択します。

1 1

2重クロス集計表

>> … 全アイテムを出力アイテムに設定する
> … 選択したアイテムのみ出力アイテムに設定する
< … 選択したアイテムのみ出力アイテムから戻す

<< … 全アイテムを出力アイテムから戻す

KEYPOINT
クロス集計表やグラフは全体と比較して差が
ある部分に色付けがされま
す。初期設定はN=30以上
に色が付くように設定され
ています。

集計対象の個数分、シートが分かれて出力される 集計対象の個数分、表が分かれて出力される

KEYPOINT
【クロス集計表の同時集計機能】
複数の集計タブを利用することで、複数の設定を保存でき
ます。また実行する集計タブを〇×で選択できます。
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クロス集計表の絞り込み・分類設定を行うには グラフ付きクロス集計表の作成を行うには

クロス集計表はGT表と同様、
絞り込みや絞り込んだ条件で複数ファイルを出力することができます。

グラフ付き集計表は「クロス集計表の作成を行うには」と同じ手順で作成できます。

メニュー画面から「クロス表・グラフ作成」を
選択し、「絞込み設定」のタブを選択します。

【絞込み条件の設定】

【グラフ付きクロス集計表の設定】

【グラフ付きクロス集計表の出力】

グラフ付き集計表

絞込み条件の設定方法は、P8 「回答者を一定
の条件に絞り込んでGT表を作成するには」と同
様の手順で条件等を入力します。

グラフ付き集計表は、P11 「クロス集計表の
作成を行うには」と同じ手順で、「軸2」と

「集計対象」をそれぞれ設定します。

「グラフ」ボタンを押すと、
グラフ付きクロス集計表が出力されます。

集計対象がSA（単一回答）の場合は、
グラフの右側に帯グラフが出力されます。

【折れ線グラフの設定】
集計表の軸の項目ごとに、折れ線グラフの
出力ができます。

「クロス集計・グラフ作成」ボタンから
「グラフオプション」のタブを選択します。

折れ線グラフにしたい項目を右に設定します。
「グラフ」を押すと、折れ線付きのグラフが
出力されます。

折れ線

【クロス集計表の出力】

【分類アイテムの設定】
分類アイテムの指定方法は、P9  「絞り込みを
行ったGT表を複数ファイル出力するには（分類
アイテム）」と同様です。

【クロス集計表の出力】
「クロス集計」を押すと、指定したアイテムで絞り
込まれた表が複数出力されます。

分類アイテムを指定した場合、クロス集計表の
INDEXに分類アイテムと選択肢が表示されます。 
※画面左下には「分類アイテム設定　あり」と表示されます。

「クロス集計」を押すと、指定した条件に絞り込ま
れた表が出力されます。
絞込み条件を指定した場合、クロス集計表の
INDEXに絞り込んだ条件が表示されます。
※画面左下には「絞込み設定　あり」と表示されます。
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データ加工を行うには

選択肢をまとめるには【RECODE】

複数の設問の選択肢を組み合わせるには【INTEGRATE】

数値データをカテゴリ化するには【CLASS】

複数の同一選択肢を組み合わせるには【MCONVERT】

小計を追加するには【小計出力】

複数回答でチェックが入った数の平均を出すには【回答個数】

データ加工FAQ

P17

P19

P21

P23

P25

P27

P29

P31

3重クロス集計を行うには

QuickCrossでは、
軸に2つのアイテムを組み合わせた3重クロス集計を行うことができます。

【軸1 アイテムの設定】
クロス集計表の軸の外側に設定したい
アイテムを選択し、軸 1に設定します。

軸1
軸2

【集計方法の選択】
「集計方法」から「3 重クロス集計」を
選択します。

1

【軸2  アイテムの設定】

【集計対象アイテムの設定】

クロス集計表の軸の内側に設定したい
アイテムを選択し、軸2に設定します。

クロス集計表の分析対象となるアイテムを
選択し、「集計対象」に設定します。

アイテム出力後のイメージは青枠部分で
確認できます。

2

3

【クロス集計表の出力】
「クロス集計」または「グラフ」を押すと、
3重クロスの集計表・グラフ付き集計表が
出力されます。

4 1シートに 1クロス表

※ 1シートに複数クロス表形式の出力も可能です。
出力設定方法と1シートに複数クロス表のレイアウトは、P12 「クロス集計表の出力」
をご覧ください。

データ加工を行うには

データ加工では、設問内の選択肢をまとめ上げたり、

別々の設問を1つのアイテムとしてまとめるなどの

データの加工を行うことができます。

データ加工（新アイテム作成 ）を行うことによって、

データを様々な視点（ 分析軸 ）で見ることができます。

本マニュアル掲載の画像はリリース時と異なる場合がございます
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データ加工を行うには

例えば5才刻みのデータを10才刻みに変えて集計する、アイテムを複数組み合わせて
新しいアイテムを作るなど、データの形を変えることができます。

【加工種別】
目的に合わせて「加工種別」、「処理方法」を
選択します。
→「加工作成」を押します。

処理方法「 RECODE」「 INTEGRATE 」「CLASS」等
を使って、新しいアイテムを作成します。

条件を設定して、データを修正します。

アイテムごとに集計のベースを設定します。

データに含めたくないサンプルを削除します。

条件に当てはまるサンプルをリストアップします。

メニュー画面から「データ加工」を選択します。

1

新アイテム作成 データ修正

非該当処理

サンプル削除

リスト出力

処理方法

データ加工の種類（加工種別）

RECODE … SA、MA回答の選択肢をまとめあげる
INTEGRATE … 複数のアイテムを組み合わせる

CLASS … 数値データをカテゴリ化する
MCONVERT … 複数の同一選択肢を組み合わせてMAにする

COUNT … MAの回答個数を計算する
ADD … MAかSAのアイテムを合算させる

JOINT … 複数のアイテムを結合させる
MTOS … MAからSAへ変換する

GROUP … 数値の最大値、最小値、平均値、合計を求める
COMPUTE … 四則演算をする

データ加工登録ページに遷移します。

2

【データ加工】
開いた画面でデータ加工に使用する元ア
イテム、新アイテムに使用するアイテム名
や選択肢、条件などの設定を行います。

3

各データ加工のページで新アイテムの
条件を設定し、「登録」を押します。

GT集計とクロス集計のアイテム欄の一番下に、データ加工した新アイテムが追加されます。

データ加工の設定が終わると加工のトップ
ページに戻ります。
作成したデータ加工が「データ加工一覧」
に反映されているかを確認し、「実行」ボタ
ンを押します。

4

5

KEYPOINT
選 択肢や条件は別のExcelファイルや
テキストファイルから貼り付けることが
できます。

一括貼り付けができる

20代　 ＝　 3-4
30代　 ＝　 5-6
40代　 ＝　 7-8
50 代　 ＝　 9-10
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選択肢をまとめるには【RECODE】

元アイテム（SA、MA）回答の選択肢をまとめ上げ、新しいアイテムを作成します。

新アイテム作成

【新アイテム作成】
メニュー画面から「データ加工」を選択
→加工種別で「新アイテム作成」
処理方法で「RECODE」を選択し、

「加工作成」を押します。

使用例　10才刻みの年齢別データを作りたい。
5才刻みになっている元アイテム（AGEID）をまとめて10才刻みの新アイテムを作成します。

元アイテム 新アイテム

「20才～24才」と「25才～29才」を合わせた数が
「20代」になります。

1

KEYPOINT

KEYPOINT

【マトリクス設定を加工する際の便利機能】
元アイテムにマトリクス設問の最初の項目
を選択した場合、「繰り返し設定」にチェッ
クを入れると、残りのマトリクスの項目に
同じRECODEの加工を反映できます。

【スケール設問まとめ】
「スケール設問まとめ」機能を使うと
「Top2」「Bottom2」などのスケール設問
のまとめ上げが簡単に作成できます。

【RECODEの登録】
作成する新アイテムの「元アイテム」を選択
します。

2

新アイテムの回答タイプを選択します。

必要に応じて新アイテムのタイトルとなる
「質問文」を入力します。

まとめたい選択肢を選んで【>】を押すと、
演算子と条件が自動で入力されます。
演算子は「＝（～と等しい）」と「＜＞（～と
等しくない  ）」から選べます。 

新アイテムの「選択肢」の名称を入力します。

※選択肢や条件は別の Excel ファイルや
テキストファイルから貼り付けることもできます。

「登録」を押します。

3

4

5

一括貼り付けができる
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2つ以上のアイテムを組み合わせて新しいアイテムを作成します。
一度に最大 10 個までのアイテムを組み合わせることができます。

使用例　性年代別データを作りたい。
性別と年齢を組み合わせて年代別の新アイテムを作成します。

元アイテム 新アイテム

【新アイテム作成】
メニュー画面から「データ加工」を選択
→加工種別で「新アイテム作成」
処理方法で「INTEGRATE」を選択し、「加工作成 」を押します。

1

複数の設問の選択肢を組み合わせるには【INTEGRATE】
新アイテム作成

【INTEGRATEの登録】
作成する新アイテムに対応する「元アイテム」を
選択します。
条件は横に設定し、最大10個まで指定できます。

アイテムの組み合わせ方を「AND（かつ）」「OR
（または）」から選びます。

2

アイテム名称となる「新アイテム」とタイトルの
「質問文」を入力します。
必要に応じて「回答タイプ」を選択します。

（初期設定はMA）

※「新アイテム」の名称は指定しなければ、登録時に自動
で設定されます。

新アイテムの「選択肢」の名称を入力します。

※選択肢は別のExcel ファイルや
テキストファイルから貼り付けることもできます。

選択肢の条件値を入力します。
「条件値入力補助」を使うと、元アイテムの
選択肢を見ながら設定できます。

「登録」を押します。

3

4

5

6

KEYPOINT
【条件値入力補助】
左側の選択肢（元アイテム）を選び、
右側の新アイテムの条件値を設定して

「登録」を押します。
演算子は「＝（～と等しい）」と「＜＞（～
と等しくない ）」から選べます。 

一括貼り付けができる 条件式を複数列一括
貼り付けができる

条件は
横に組み合わせて
いきます
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数値回答（N）の元アイテムをまとめ上げ、SAの新しいアイテムを作成します。

数値データをカテゴリ化するには【CLASS】
新アイテム作成

使用例　Q20 で入力された数値（金額）の回答を、
              SAの選択肢にまとめた新アイテムを作成します。

元アイテム 新アイテム

それぞれの選択肢に該当するN（数）と％（割合）が入ります。

KEYPOINT
数値のデータはGT表で
見ても、どの区分にどれ
だけの 数 や 割 合 が いる
か が 把 握 で きま せ ん。
CLASSを行うことで選択
肢化し、N（数）と％（割合）
で結果を確認できます。

GT表

【新アイテム作成】
メニュー画面から「データ加工」を選択
→加工種別で「新アイテム作成」
処理方法で「CLASS」を選択し、

「加工作成」を押します。

1

KEYPOINT
【「CLASS」のショートカット機能】
※ 10才刻みの年齢アイテムを簡
単に作るには「CLASS」のショー
トカット機能が便利です。
元アイテムで「AGE」を選ぶと、新
アイテムとして10才刻みの選択肢
の設定が自動的に表示されます。

【CLASSの登録】
作成する新アイテムに対応する「元アイテム」
を選択します。

必要に応じて新アイテムのタイトルとなる
「質問文」を入力します。

2

「以上」 「より大きい」 
「以下」「未満」から該当するボタンを選びます。

それぞれの選択肢の「下限」 「上限」となる
数値を入力し、新アイテムの「選択肢」の名
称を入力します。

先に数値を入力し、「名称入力支援」を使う
と簡単に選択肢の名称が入力できます。

※選択肢、下限・上限の数値は別のExcelファイルや
テキストファイルから貼り付けることもできます。

「登録」を押します。

3

4

5

一括貼り付けができる

KEYPOINT
【名称入力支援】
選択肢の名称のほかに、指定の単位

（歳、円など）を選択肢末尾に一度で挿
入できます。
数値の桁区切りも設定できます。
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回答母数が同じ元アイテムと同一の選択肢を組み合わせて、新しいMAアイテムを作成します。

複数の同一選択肢を組み合わせるには【MCONVERT】
新アイテム作成

使用例　マトリクス設問の選択肢を一表でまとめたい。
元アイテムの選択肢 1 ～2をまとめて、MAの新アイテムを作ります。

元アイテム 新アイテム

そう思う／ややそう思う（Top1 ＋ Top2）と回答した項目をまとめ上げ、MAの形式 
で見ることができます。

※無回答には、どの項目でも「Top1、Top2を選ばなかった」回答者が含まれます。

【新アイテム作成】
メニュー画面から「データ加工」を選択
→加工種別で「新アイテム作成」
処理方法で「MCONVERT」を選択し、「加工作成」を押します。

1

【MCONVERTの登録】
「入力基準アイテム」のプルダウンから加工元
のアイテムの最初の項目を選択します。

2

まとめ上げ後に選択肢となる「入力アイテム」
を選び【>】で右に設定します。

同様にまとめ上げる「選択肢条件」を選択し、
右に設定します。

3

画面左・・・元アイテムの選択

画面右・・・新アイテムの設定

必要に応じて新アイテムのタイトルとなる
「質問文」を入力します。

※「入力基準アイテム」で選ばれたアイテムの質問文
と選択肢が自動で入ります。

「登録」を押します。

4

5

KEYPOINT
MCONVERTは設問が異なる場合でも、
選択肢が同じであれば 1つのアイテムと
してまとめることができます。
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設問設定からSAやMAアイテムへの小計を簡単に付けることができます。

小計を追加するには【小計出力】
便利機能

使用例　選択肢にTop2、Bottom2の小計を付けたい。

【アイテムの登録】
メニュー画面から「設問設定」を選択します。

小計を付けたいアイテムをダブルクリック
または「編集」を押します。

1

「小計出力」にチェックし、「小計設定」ボタン
を押します。

2

3
【小計の設定】

まとめたい選択肢を選んで【 >】を押すと、
演算子と条件値が自動で入力されます。
必要に応じて選択肢の名称を修正し、「登録」
を押します。

左下のプルダウンから小計を追加する場合は
TopとBottomの値を選び、「追加」ボタンを押
します。

※小計設定した設問には
アイテム名の左側に「S/」が付きます。

小計が2 種類設定されている場合は「S/2」と
なります。
マトリクスの設問は、一番上の項目に小計を
付けると全ての項目に自動で反映されます。

「登録」を押すと、前の画面に戻るので
右下の「閉じる」を押します。

4

KEYPOINT
RECODEで小計加工を行っても同じ数
値が得られます。
設問設定で作られた小計はGT・クロス表
に小計が反映されますが
ローデータには反映されません。
ローデータへの反映が必要な場合は、
RECODE P19-20 で設定してください。
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複数回答質問（MA）で選択された選択肢の数の平均値を計算します。

複数回答でチェックが入った数の平均を出すには　【回答個数】
便利機能

使用例　Q1 の回答個数平均を計算したい。

平均で何個が選択されているか（回答個数）が分かります。

【アイテムの登録】
メニュー画面から「設問設定」を選択します。

回答個数平均を付けたいアイテムをダブル
クリックまたは「編集」を押します。

1

【回答個数の設定】
回答個数を計算したい選択肢にチェックを付
けます。

※「あてはまるものはない」等の排他選択肢回答者を平均
値算出の母数から除きたい場合・・・
該当の選択肢のチェックをはずし、「回答個数のベースを
指定選択肢の回答者に絞る」にチェックを入れてください。

2

「登録」を押します。

3

「登録」を押すと前の画面に戻るので
右下の「閉じる」を押します。

※回答個数設定した設問には
アイテム名の左側に「C」が付きます。

設問設定で作られた回答個数は
GT・クロス表に反映されますが
ローデータには反映されません。

4

算出対象から除く選択肢は
チェックを外す
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データ加工FAQ

新アイテムの加工や出力設定を保存するには

アイテム名の付き方（規則性）

任意のアイテム名を付けるには

全数ベースで集計するとは

「無回答」と「非該当」とは

一度加工した（登録した）新アイテムを編集したい

回答タイプを変更するには

作成した加工をアイテムごと削除したい

メニュー画面から「保存」を押します。

同じアイテムから複数加工アイテムを作った場合NQ●、N1Q● 、 N2Q● ・・・となります。
（※●は元アイテムの設問番号）

付けたいアイテム名を「新アイテム」の欄に貼り
付けてください。指定がない場合は 5 のルール
で自動入力されます。

該当の設問に答えていない回答者を含め、
全数を母数として割合を算出する機能です。

「無回答」は母数に含まれて割合が計算されますが、「非該当」は母数に含まれません。

無回答の例・・・
どの条件にも当てはまらない場合や、（任意回答などで）回答者が答えなかった場合に「無回答」としてデータ
が落ちます。
非該当の例・・・
例えばQ1で商品の認知について質問をし、「知っている」と答えた回答者にのみQ2を聞くと、Q1で「知らない」
と答えた回答者がQ2で「非該当」となります。

加工条件や質問文、選択肢などの文言を修正する場合は、「 データ加工一覧 」から該当するアイテムをダブル
クリック、もしくは右側の「編集」ボタンを押して加工画面に入ります。
通常の加工と同じ手順で修正を行い、登録→実行を押すと修正できます。（※回答タイプは変更できません）

一度設定した回答タイプを変更するには、アイテムを作り直す必要があります。 データ加工一覧の画面から
「コピー」を押してアイテムを複製すると、コピー元の加工を引き継いだ状態で回答タイプが編集できます。 
回答タイプを修正し、登録を押します。（1から作成することもできます。）

データ加工一覧の画面で「設問設定からも削除」にチェックを入れ、「削除」を押すとアイテムごと削除がで
きます。「設問設定」から削除することもできます。

1 

5

6

7

8

2

2 

3

3

4

4 

自由回答（FA）リストを作成するには

自由回答（FA）リストを

一定の条件に絞り込んでシートに分けるには（分類アイテム）  

P33

P34

自由回答（FA）リストを作成するには

FA リストは自由回答の結果を表で出力できる機能です。

付加アイテムとして、FA以外の回答を同時に付けることもできます。

本マニュアル掲載の画像はリリース時と異なる場合がございます
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「FAアイテム」で一覧を作りたいアイテムを
選択し、【>】を押して右に設定します。

「自由回答一覧」に付帯したいアイテムを
「付加アイテム 」から選び、【 >】を押して右に
設定します。

※それぞれ最大30アイテムまで設定できます。

P33 「自由回答（FA）リストを作成するには」と
同様の手順で、「FAアイテム」と「付加アイテム」
を設定します。

自由回答（FA）リストを作成するには 自由回答（FA）リストを一定の条件に絞り込んで
シートに分けるには（分類アイテム）

Excel 形式の自由解答（FA）一覧を作成できます。 回答者を一定の条件に絞り込んで、シートを分けて出力することができます。

使用例　Q11のFA 回答と、回答に紐づく「性別」「年齢」が知りたい。 使用例　Q11のFA 回答を「男性」「女性」に分けて確認したい。
特定のアイテムの選択肢ごとにシートを分けたい場合（例えば男性、女性でシートを分けたい場合）は

「分類アイテム」を使って出力できます。

付加アイテム
（FAアイテムに紐づく属性や回答を確認できる）

自由回答（FA）アイテム

メニュー画面から
「FAリスト作成」を選択します。

1

2

2

「実行」を押すと、FAリストが出力されます。

「実行」を押すと、 絞り込みをしたアイテムで
シートが分かれて出力されます。

3

3

「分類アイテム」に絞り込みをしたいアイテム
を設定します。

1

KEYPOINT
【分類アイテムと付加アイテムの違い】
分類アイテム・・・シートが分かれます

付加アイテム・・・自由回答の右側に情報が追加
されます（選択肢の場合は選択肢番号が付きます）
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外部データ追加とは

外部データ追加のフロー

外部データ追加の操作方法

P37

P38

P39

外部データ追加を行うには

「Excel」や「CSV」「TSV」などのテキストデータを

QuickCrossに追加して集計することができます。

本マニュアル掲載の画像はリリース時と異なる場合がございます

G
T
表（
単
純
集
計
表
）を
作
成
す
る
に
は

ク
ロ
ス
集
計
表
や
グ
ラ
フ
付
き
集
計
表
の

作
成
を
行
う
に
は

デ
ー
タ
加
工
を
行
う
に
は

自
由
回
答（
F
A
）リ
ス
ト
を
作
成
す
る
に
は

外
部
デ
ー
タ
追
加
を
行
う
に
は

G
T
表（
単
純
集
計
表
）を
作
成
す
る
に
は

ク
ロ
ス
集
計
表
や
グ
ラ
フ
付
き
集
計
表
の

作
成
を
行
う
に
は

デ
ー
タ
加
工
を
行
う
に
は

自
由
回
答（
F
A
）リ
ス
ト
を
作
成
す
る
に
は

外
部
デ
ー
タ
追
加
を
行
う
に
は

35 36



外部データ追加とは

「Excel」や「CSV」「TSV」などのテキストデータを
QuickCrossに追加して集計することができます。

SA（単一回答）、MA（複数回答）、N（数値回答）、FA（自由回答）の形式を追加することができます。
※ MA は「マルチ 01 形式」または「マルチセル内カンマ区切り形式」

MA（マルチ01形式）
あてはまるが「1」あてはまらないが「0」として構成され
ている
※右図は選択肢が2つの場合。
3つ以上の場合は右横にデータが並んでいく

1. 外部データの準備

データ反映完了

P39 - ❶

2.QuickCross を開く P39 - ❷

3.qc ファイルに追加するデータを開く P39 - ❸

4. 追加するデータの詳細設定を選択 P40 - ❹

5. 紐づけるキーアイテムの指定／
    データ数の確認 P40 - ❺

6. 追加するデータ列の選択 P41 - ❻

7. 「設問設定」に必要な情報を入力 P41 - ❼

MA（マルチセル内カンマ区切り形式）
1つのセルの中に「カンマ」で区切られて構成されている
※右図は選択肢が2つの場合。

Excel（拡張子は「xlsx」）
マイクロソフト社の表計算ソフト
のデータ

CSV形式（拡張子は「csv」）
テキスト形式のデータで、データが

「,（カンマ）」で区切られている

TSV 形式（拡張子は「tsv」）
テキスト形式のデータで、データが

「タブ」で区切られている

追加できる代表的なファイル形式

追加できる回答形式

外部データ追加のフロー

データを追加する手順は大きく分けると7つあります。
操作の詳細は各フローのページでご確認ください。
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外部データ追加の操作方法

【外部データの準備】
1．qcファイル（ファイル1）
2. 追加するデータ（ファイル2）を用意します。
用意するデータのファイル形式は P37 「外部データ
追加とは」をご覧ください。

ファイル 2はあらかじめ「回答タイプ」「選択肢数」を
確認の上、選択肢はExcelやテキストファイルなどに
準備するとデータの追加がスムーズです。

1

KEYPOINT
追加するデータは、必ず一行目にタイトルを入
れてください。
外部データ追加では一番左のシートを読み込
むため、一番左のシートにデータを入れて保存
してください。

【QuickCrossを開く】

【qcファイルに追加するデータを開く】

外部データを追加するqcファイルを開き、
「データ結合」→「外部データ追加」を選択します。

「ファイル1」は開いているqcファイルが指定されて
います。

「ファイル2」の「開く」から追加するデータを選択して
「次へ」を押します。

2

3

【追加するデータの詳細設定を選択】

A. 完全一致する場合

B. 完全一致ではない場合

【紐づけるキーアイテムの指定／
 データ数の確認 】

Excelデータを追加する場合・・・
④の工程はスキップ

テキストファイルを追加する場合・・・
「文字コード」「区切り文字」「文字列の引用符」を
選択します。

文字コードは通常「SJIS」、プレビュー欄で文字化
けする（変な文字が表示される）場合はプルダウン
から「UTF-8」に変更してください。

区切り文字はお使いのデータ形式に応じて選択し
てください。

文字列の引用符は指定がなければ初期設定（ ”）
のままで「次へ」を押してください。

qcファイルと追加するデータを紐づけるキーとなる
アイテムを設定します。キーアイテムの取り違えを
防ぐため、キー1は必ず指定してください。
※キーを2アイテム指定することもできます。

データ追加パターンは以下 2 種類です。

qcファイルと追加するデータが完全一致する場合、
円の左右が「0」、重なった部分にデータ数が表示されます。
左側の円が取り込み元のqcファイル、右側の円が追加するデー
タです。

qcファイルと追加するデータが完全一致しない場合、
左側の円、右側の円にそれぞれ一致しなかったデータ数が入り
ます。

A・・・完全一致する場合

B・・・完全一致ではない場合

4

区切り文字とは・・・
ファイルをテキスト形式で保存する場合、フィールド（アイテ
ム）を区切る際に使用する文字。カンマやタブ、スペースな
どが使われる。 

5

重なった部分が
データ数になる

79サンプルが
（qcファイル側にいるが）
追加するデータにない

22サンプルが
（追加するデータ側にいるが）
qcファイルにない
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【追加するデータ列の選択】

【「設問設定」に必要な情報を入力】

追加するデータにチェックを付けます。

追加するデータにMAが含まれている場合は、データ
の形式に応じて「マルチ01 形式」か「マルチセル内
カンマ区切り」を選択します。

※MAのデータ形式の詳細は P37 をご覧ください。

集計母数に含めたくない識別文字がある場合は、
「非該当文字」に入力します。（右図の例では「*」）

アイテムごとに以下を入力します。

例：設問設定で入力した内容は、GT表では以下のように表示されます。

6

7

一括貼りつけができる

一括貼り付けができる

一括貼り付けができる

アイテム名 質問文

回答タイプ

選択肢文言

【「設問設定」に必要な情報を入力】

追加するデータのアイテムが複数ある場合は、
設定後に「次のデータ」を押し、すべての設問設定
を終えたら「実行」を押します。

回答タイプがMAかつ01形式の場合、
1つのアイテムの範囲（列数）を「選択肢数」に入力
します。
※右図の場合は列数が「2列」のため、選択肢数も2となります。

回答形式が「N」「FA」の場合は「選択肢数」「選択
肢文言」の入力が不要です。

SAもしくはMA（マルチセル内カンマ）の場合

MA（マルチ01形式）の場合

NまたはFAの場合※回答形式が「N」「FA」の場合は「選択肢数」「選択肢文言」の
入力が不要

アイテム名 …
追加するデータのアイテム名を入力
※アイテム名に「数字のみ」「記号を含む」は
使用不可

回答タイプ …
追加するデータに合わ せて「SA」

「MA」「N」「FA」から選択

選択肢数 … 追加するデータの選択肢数を入力

表題 … 任意で設定

質問文 … 追加するデータを表す説明文

選択肢文言 …
あらかじめ準備した選択肢を「選択
肢文言」に貼る（直接入力も可能）
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【「設問設定」に必要な情報を入力】

追加するデータのすべての設問設定を終えたら「実行」を押します。
「外部データ追加を実行しますか？」の表示で「実行」を押します。

追加が終わると「外部データ追加が完了しました。」と表示されます。

外部データ機能で追加したアイテムは、
QuickCrossのメニュー画面⇒「設問設定」上で

「Imp（＝Import）」と表示されます。
GT表やデータ参照で、追加したデータが正しく反映されているかを
確認します。

追加したアイテムを集計するには、 P4~ 「GT表（単純集計表）を作成するには」、
P10~ 「クロス集計表やグラフ付き集計表の作成を行うには」をご覧ください。

集計のキホンサイトもご活用ください
https://www.macromill.com/tabulation/faq/

ver8.1_20200820
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